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 ■久永市議の質問への教育長の答弁      2017年10月5日 

私から、御質問の１番目、「優先順位の考え方について」の3番目「小中学校の施設の整備、修繕

等について」につきまして、教育委員会の基本的なことについてお答えし、各項目については担当

部長が答弁いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

本市では、小中学校の施設整備及び修繕等につきましては、昨年度から積極的な整備に取り組み、

急ピッチで進めております。大府小学校、神田小学校、吉田小学校、共長小学校、大府中学校など

の、昭和４０年以前に建築された校舎を始めとして、それ以降、市勢の発展とともに順次、各小中

学校の校舎や体育館等を建築してまいりました。現在、こうした施設の老朽化対策が必要な時期を

迎えておりますので、屋上防水、窓枠サッシの取替、手洗い給水管の布設替え、トイレの洋式化、

空調機器の設置及び取替、給食室の改築など、優先順位を付けて改修工事を行っています。校舎以

外におきましても、体育館や屋外トイレの改修工事なども、計画的に実施しています。また、昨年

度は、児童数の増加に伴う校舎の増築も行い、本年度に入って職員室の拡張工事を進めている学校

もあります。 

合わせまして、漏水や機器の故障など、早急な対応が必要な事柄につきましては、速やかに担当

職員が現地確認し、スピード感を持った対応を行っております。 

本市の学校施設は、数・量ともに公共施設の中で最も多く、整備や修繕等に多額の費用が必要と

なりますので、今後も市全体の財政状況を踏まえつつ、慎重に検討し、計画的に改修の手を加える

こととしております。 

加えまして、安全で安心して教育を受けられる学校の整備には、施設等のハード面の整備だけで

なく、学力の向上を補う施策や、様々な支援を必要とする児童生徒への対応など、ソフト面の整備

も重要です。本市では、英語指導助手（ＡＬＴ）の充実、英語検定料の補助、外国人や特別な支援

を必要とする児童生徒への支援員の配置、ICT教育で教師の補助をする支援員の配置など、ソフト

面も充実させてきております。 

今後も学校現場からの要望に耳を傾け、ハード・ソフトの両面が一層充実するよう、計画的な対

応を行ってまいります。 

 


